
施工説明書

施工説明書

レンガパネル、石パネルを取付ける場合の施工

アイテム取付･配線用穴位置図、

①②③、

･標準タイプに取付ける場合
･石張/タイル張仕様に取付ける場合

･標準タイプに取付ける場合
･石張/タイル張仕様に取付ける場合

※レンガパネル･石パネルはウォールを施工する前に取付けておいてください。

※天然タイルの貼付は必ず本体の施工後に行ってください。

施
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類
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施工説明書

インターホン、インターホンカバーの取付

構成される



〈補修について〉

◆軽いキズや凹みが生じた場合には別売の ディーズフィニッシュコート F318
　タッチアップセット（補修用）を使用し、補修を行ってください。（塗壁部）



天然石、タイルの貼付 通常の石/タイル施工用工具

①標準 に取付ける場合

②石張/レンガ張に取付ける場合{

表札の取付け

①標準 に取付ける場合

②石張/レンガ張に取付ける場合{
インターホンの取付け…

笠木の取付け…

＋ドライバー、電動ドライバー、φ3.2キリ

電動ドライバー、

表札取付金具セットＢ、φ2.6キリ、φ10.5

φ20ホルソー、カッター、
インターホン取付ねじ用キリ（太さはインターホン同梱のねじによる）

結線用工具、電動ドライバー、φ12キリ

結線用工具、＋ドライバー

タイプ

タイプ

φ6、硬めの接着剤（コンクリートボンド等）

ポスト取付金具セットE、電動ドライバー、φ3.2キリ、φ10.5

A. 施工上の注意 終

、

硬めの接着剤（コンクリートボンド等）

硬めの接着剤（コンクリートボンド等）



ベースポールセットC

30

3
0

標準タイプ

標準タイプ

製品重量：35 kg

製品重量：30 kg



表札取付金具セットB

表札取付金具

φ3×16皿タッピングねじ 4

4

メールボックス取付金具セットE

取付金具

φ10×L25スペーサー

M4×20なべセムスねじ
M4×35皿タッピングねじ

4

4

4

2

LEDライン照明セットA

LEDライン

LEDホルダー

M4×12なべセムスねじ

1

22

1

レンガパネルA／石パネルA

レンガパネルA／石パネルA

タイルエース

661 39

14
78

ポルタ瓦笠木B

ポルタ瓦笠木B

タイルエース

M4ナット

M4×30六角ボルト

5

5

1132

17
7

23
6

21
6

ポルタ石笠木B

ポルタ石笠木B

タイルエース

M4ナット

M4×30六角ボルト

5

5

1072

60
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サイドフェンスA サイドフェンスA ワイドタイプ

サイドフェンスB サイドフェンスC

※φ5×40なべタッピングねじは使用しません。 ※φ5×40なべタッピングねじは使用しません。

※φ5×40なべタッピングねじは使用しません。※φ5×40なべタッピングねじは使用しません。
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65

54

236 216

53 435858

サイドフェンスD

※φ5×40なべタッピングねじは使用しません。

サイドフェンスE

※φ5×40なべタッピングねじは使用しません。
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納まる位置に

■アイテム取付位置図

各アイテムの取付位置はそれぞれのページをご覧ください。

アイテムの取付けについて①

取付範囲の寸法は ■アイテム取付位置図をご覧ください。
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アイテムの取付けについて② 表札･ポスト･ガーデンアイテム

取付可能アイテム

表札… 背面にボルトが出ているタイプ

※ 図はA-03

※ 図は左からスタッコ、アンジュ

※ 図はフラワーハンガー

例 A-03、A-07、G-04等

取付方法は 表札の取付 をご覧ください。

ポスト… ディーズポスト壁掛けタイプ全機種

ガーデンアイテム

例 スタッコ、アンジュ等

取付方法は ポストの取付 をご覧ください。

例 フラワーハンガー、ウォールシェルフ等



（数値：kg は耐荷重）

表面 裏面

表面 裏面

範囲内に製品が収まるように取付けて下さい。
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アイテムの取付けについて③ 照明･インターホン

取付可能アイテム

照明… Dea’s Garden
 LEDライン

Dea’s Garden
 ウォールウォッシャー

Dea’s Garden
 グラスランプ

取付方法は 照明の取付 をご覧ください。

インターホン… 市販のインターホン（W101×H131以下）

インターホンカバー…

取付方法は インターホン、インターホンカバーの取付 をご覧ください。

インターホン、インターホンカバーの取付 をご覧ください。取付方法は

C-13、A-10、A-11等
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インターホン、
ウォールウォッシャー配線用穴

インターホン、
ウォールウォッシャー配線用穴
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■アイテム取付･配線用穴位置図（単位 : mm）

照明、インターホン
配線位置範囲

照明、インターホン
配線位置範囲



インターホン、
ウォールウォッシャー用
PF管（別途）

―13―

電源線は穴から針金を入れ、
結び付けて引き上げてください。

φ20穴

PF管をGLから150mm
より上まで挿入してください。

配線時の施工について

アイテム取付･配線用穴位置図 をご覧ください。

アイテム取付･配線用穴位置図の位置に配線用の縦穴が設けられています。 

LEDラインは穴を開ける必要がありません。

・配線は必ず本体の施工前に行ってください。



150mm程度フィルムを
剥がして下さい
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500

接着剤（別途）

接着剤



2
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15mm以上

タイルエースはヘラなどでしっかり
穴に充填してください。

揃える

パネルの左右の隙間を整えます。

タイルエース（同梱）
（４隅に塗布）

パネルは本体より
短くなります。

① パネルは奥まで入れてください。

② 一番奥まで入ったら下方向に
　押し下げてください。

レンガパネル、石パネルを取付ける場合の施工

タイルエース

タイルエース（同梱）

※1 Wall Bの場合はパネル下部を70mm

※2 Wall Aはカットしないでください。

タイルエース（同梱）

挿入する前にカットしてください。

2



D. レンガパネル、石パネルを取付ける場合の施工 終
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・重石は上記の場所にだけのせてください。

・キズがつかないように表面保護などを行ってください。

重石をのせて接着剤を硬化させます。（硬化まで約60分養生してください（気温20℃の時））

＜重石位置の目安寸法＞

Wall A Wall B

2
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3
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1
0

4
1

0

325 325 325 325

10kg程度の重石

E
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・製品保護のため、施工中はフィルムを剥がさないでください。

・養生時間を十分に確保し、その間に振動や衝撃を与えないようにしてください。

・コンクリートやモルタルに、塩分を含む砂のご使用は避けてください。また、

　混和剤を用いる場合は、非塩素系または非アルカリ系のものをご使用ください。

60
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10
0

30

GL

40
0
10
0

60

920

GL GL

500 500 650

基礎寸法（単位：ｍｍ）

鉄筋など

鉄筋など

E

・サイドフェンスを取付ける場合は必ず埋め込み前に取付けてください。
　詳しくは 　サイドフェンスを取付ける場合 の施工をご覧ください。F
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500 650

500

ヒント

40
0

・添え木を当てる際は、布などを挟み、

　製品に傷がつかないようにして

　ください。

60

施工手順
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基礎寸法（単位：mm）

F
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B
・図の寸法は参考数値です。実際の

　穴位置は製品を取付面にあてて

　確認してください。

A

C

D

寸法D

—

1279

45 1121

1379

1082

717

61

45

36

—

—

—

— —

—

—

※寸法A、BはサイドフェンスA/ワイドタイプのみ

※サイドフェンスA、Cのみ

（サイドフェンスA、Cのみ）

（サイドフェンスA、Cのみ）
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・添え木を当てる際は、布などを挟み、

　製品に傷がつかないようにしてください。

ヒント

60

鉄筋など

鉄筋など

F
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〈石タイルの貼付条件   石張/タイル張仕様〉

〈石/タイル選定の条件〉

①タイルメーカーの仕様による「外装用」を必ず使用してください。

②吸水率の低い磁器質あるいは十分に焼しめられたせっ器質をご使用ください。

③種類は小口平、二丁掛、ボーダー、モザイクタイルの外装用を推奨とします。

④1㎡に対して、重量が25Kgを超える商品は貼付ないでください。剥離、剥落する恐れがあります。

貼付

底面図 底面図

表面のみ 表面のみ

貼付可能範囲

裏面には貼付できません 裏面には貼付できません

・天然タイルの貼付は必ず本体の施工後に行ってください。

・必ず弾性接着剤を使用してタイルを貼り付けてください。



３P

同梱の木ねじ

同梱のワッシャー

ウォールウォッシャー

３P

ウォールウォッシャー

グラスランプ
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・LEDラインにはDC12V、グラスランプにはAC100V を使用してください。

・ウォールウォッシャーはAC100V、DC12Vのものがございますので電源は
　それぞれの器具に合ったものを正しく使用してください。

結線

②

同梱のトラスねじ

③

①

黒い線を下向きにして
ホルダーにセットしてください。

AC100V
or

DC12V

ウォールウォッシャー

グラスランプ

※ グラスランプ / ウォールウォッシャー施工の詳細はそれぞれの取付説明書をご覧ください。
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・ワッシャーとパッキン
  は右図の順序でセット
　してください。

16
0

160
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  金具を壁に固定②

・ワッシャーとパッキン
  は右図の順序でセット
　してください。

φ10.5穴

φ3.2でウォール本体まで穴をあけます。

同じ位置にφ10.5でパネルのみ穴をあけます。

4

※φ10.5穴はウォール本体には

※穴位置はセンターに来るように
　あけてください。

　あけないように注意してください

φ3.2穴

パネル

本体

  ①

  ポストを金具に固定③

メールボックス取付金具セット同梱のねじ

ワッシャーφ19.5

パッキンφ20

ディーズポスト
ウォールオンタイプ

皿タッピングねじM4×45

ポスト取付金具

φ10×L25スペーサー

※中央の穴は使用しません

16
0

264

メールボックス取付金具セットE

×悪い例
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25
m
m

※取付ける商品によっては、部品が余ります。

電動ドライバーφ2.6キリ

電動ドライバー

金具を挿入

をあける

表札取付金具セットB



4
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※1 接着剤を穴に注入する際は汚れ防止のため表札同梱のパッチを使用してください。

固定してください。

※2 表札を取付けた後は接着剤が固まるまで動かないようにテープ等で

パッチ

接着剤（コンクリートボンド等）を取付金具に充填し、表札を差し込み固定します。

接着剤（別途）
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25
m
m

※1 パネルとウォール本体には隙間があるので、コンクリートボンドは
　　充分に充填してください。

パッチ

※3 はみ出した接着剤は早めに拭き取ってください。

6

※4 表札を取付けた後は接着剤が固まるまで動かないようにテープ等で

※2 接着剤を穴に注入する際は汚れ防止のため表札同梱のパッチを使用してください。

 仮固定してください。



インターホン、インターホンカバーの取付
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表札取付金具B（インターホンカバーを取付ける場合）

ねじに合わせて開けてください。

インターホンに同梱のねじ

インターホンを取付けます。

インターホンカバーを取付けます。

インターホン、インターホンカバーの取付

※ 詳しくはお手持ちのインターホンの取付説明書を参照してください。

インターホン（市販の物）

表札取付金具B

φ3×16 皿タッピングねじ 4

4

インターホン

表札取付金具セットB

φ3×16 皿タッピングねじ

インターホンカバー

接着剤（別途）

下穴はインターホン同梱の



20mm

417

417

60
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笠木

400

60

400

Wall A Wall B

30

30

30

※石笠木も同様にボルトとナットを
取付けてください。

※ 図は瓦笠木
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50mmあけてください。

※ボルトには接着剤を塗布しないでください。

※タイルエースは穴位置に充填してください。

タイルエース

50mm



60以上500
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150ｍｍ程度フィルムを
剥がしてください

40
0

10
0

60

920

GL GL

700 700 700
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500

500



・製品保護のため、施工中は保護フィルムを剥がさないで下さい。

・養生時間を十分に確保し、その間に振動や衝撃を与えないようにしてください。

・コンクリートやモルタルに、塩分を含む砂のご使用は避けてください。また、
　混和剤を用いる場合は、非塩素系または非アルカリ系のものをご使用ください。
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GL GL

500 500 650

基礎ブロック
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